
 

 

 

 

 

 

未来に笑顔をつなぐ「実のなる木」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児との共同作業 
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令和３年６月３０日（水）発行 

６月１６日、植樹を通して環境への関心や愛郷心を育む町の「実のなる木植栽事業」に、 

全校児童３３名と中西別幼稚園の年長児６名が参加しました。ブルーベリー、ハスカップ、

アロニアの３種類３３本の苗木を、中西別公園の散策路沿いに植樹しました。苗木は高さが

１メートルくらいあります。役場の皆さんや町内会の会長さんにお手伝いをしてもらいなが

ら、１、２年生は年長児さんと二人組で、３年生以上は一人で１本、スコップで穴を掘って

植えました。中西別は９０年以上前から次の時代のために木を植えてきた地域です。その歴

史の上で桜の花咲く春を楽しみ、豊かな森の生き物を観察している子ども達が、今回は未来

の笑顔に思いを馳せながら植樹をしました。植樹した実のなる木は、きっと子ども達と共に

成長し、未来の中西っ子や町の人に笑顔をつなぐと思います。関係者の皆様、貴重な教育活

動を企画・運営・サポートをしていただき、ありがとうございました。 

町広報紙「別海」、北海道新聞、釧路新聞の取材を受けました。 
インタビューを受けたり、自分たちの活動が記事になった新聞を読んだりする
ことで、新聞を学習に活用するＮＩＥの取組を深める学習場面になりました。 

低学年は生活科や国語の学習につながります！ 

中・高学年は、社会科、理科、総合的な
学習とつながる体験がいっぱい！ 

植樹の後、森林インストラクターの大山重治氏を講師に

木について学びました。ネイチャーゲーム「森の色あわ

せ」では、森がたくさんの色にあふれていることを知り

ました。「森の宝さがし」では、実のなる木は動物に食

べ物の恵みを与え、地面に落ちた種を動物が動かすこと

で命がつながることを知りました。実生活や教室の学習

にもつながる体験や発見の連続を、子ども達は思う存分

楽しみました。 

「木は一度植えると動けない。 
ていねいに扱って。」説明を 
真剣に聞くこどもたち。 

植栽事業・木育教室で 
笑顔と学びをつなぐ中西っ子 

in６月 

町内会長さんにも手伝っ
ていただきながら、苗木を
穴に植え、しっかり踏み固
めます。 


